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パノラマ撮影時 


パノラマ撮影範囲フレーム 

このフレームの内側がパノラマ撮影で 
写る範囲です。 

(才ートフォーカスフレーム、緑ラン 
プ、赤ランプの慟きは標車撮影と同じ 
です。） 


パノラマ用巧距離補正マーク 

近距離撮影時には、このマークより下 
側が写る節囲になります。 




1. 由严のスれぶ 


*電ミ也を入れた時、交換をした時はホートデート 
の修正をして〈ださい。 



ストラップ調節具の突起部で電池電池の+、一を電池室内側の表示撮影表示パネルを見て、電池マー 
室カバーの開がボタンを矢印方向に合わせて入れ、カチッと音がすクが黒〈点なしていれば 0 K です。 


に押すと、電池室カバーが開きまるように電池室カバーを開にま 
す。 す。 


* 電ミ也マークの確認はレンズカバーを開い 
たが態で巧って〈ださい。 


-が^ 巧おして大けがの危険があります。電巧を义の中に乂れ * 電學を入れ/;こ受 ( J 、 必ず一度レンズカバ 

^^口 たり、 ショート、分解、加熱、充電をしないでくださし、。 I ― -を開けてくださぃ。 - 

、±ゴ^発熱発义の危険があります。指をかの電池を使用しない 
王,居、でくださし、。 
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正常 交換を楠 交換時巧 


使用する電ミ也はリチウム電池 
( CR 123 A または、 DL 123 A : 3 V ) 1本 
です。 

* 撮影の途中で電池マークが1/2白〈なつ 
たら、最をまで撮影し、巻き戻した後、 
電化を交換して〈ださい。 

* 長期間の旅行などには、予搞の電化を用 
意してお〈ことをおすすめします。 


* 連続してフラッシュ撮影をすると電化容 
量がかない表示になることがあります 
が、しばら〈待ってから再度電源 ON にし 
なおして、電ミ也の容量が十分な表示にな 
ればそのまま撮影できます。 

* 塞ホ地では電池の性能がほ下しますので 
カメラを保温しながらご使用ください。 
まれに電ミ也の容量が十分でも電ミ也の容量 
がない表示になることがあります。この 
ときは再度シャッターボタンを巧して< 
ださい。 


電池交換をするときのごミ主意 

1) フイルムが入っているときは、電源 OFF 
の状態で電化を手ばや〈 （20 砂な巧に）乂 
れ替えて〈ださい。 


2) 巧晶表示が全てミ肖なしているときに電化 
を入れると、巧晶表示が全て点灯したを、 
レンズカバーが開いているとき或いは閉 
じているレンズカバーを開けたときに、 
電源 ON 、 OFF を自動的に巧います。 

3) 電化を交換して、電化室カバーを閉じる 
かシャッターボタンを押したときに、フ 
ィルムが数コマを送りされフィルムカウ 
ンターがになる場合がありますが撮影 
は続けられます。 

4) フィルムの絞わりぶくで電化を交換する 
と、フィルムカウンターが C のまま点滅 
することがあります。このときは途中巻 
き戻しをしてください。 
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フィルムをかし引きだし、先端を 
カメラ内部の テープの 先端 マーク 
(▼FILM TIP ) に合わせてくださし、。 



裏ぶたを閑にるとフイルムは1枚 
目の撮影位置まで自動的に送られ 


ます。 

* フィルム確認窓を見れば、フィルムが入 
つているかどうかわかります。 

* DX 導入感度 IS 025 にセットされる フィル 
ムは電源 ON にしてから、さらに シャツ タ 
ーボタンを押して〈ださい。 


フイルムが 
送られてたときは、 



フイルムカウンターに 
《が出ます。 


フイルムが 

送られていないときは、 

フイルムカウンターが 
C のまま点滅します。 

裏ぶたを開けフイルムを 
入れ直してください。 
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ズームスイ ツチを w 側に押すと、 
画面がに角側に移動します。 

希望の構図になったとき、指を離 
して止めて〈ださい。 

* レンズは広角 38 mrn まで移動します。 

* 被写体を大き〈しすぎた場合、画面を広 
角側に戻し構図の調整が迅速にできま 
す。 



ピントを合わせたい被写体に、才 
-トフオーカスフレームを合わせ 
ます。 


シャッターボタンを半押しすると 
緑ランプが点灯し、自動的にピン 
卜が合います。 

* シャッターボタン半押しで緑ランプが点 
滅したときは、被写体が巧すぎてピント 
が合わない警告でシャッターがきれませ 
ん。 
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焦点距謎 

撮影距離 

38 mm 〜140 mm 

0.8 m 〜〇〇 




* 暗いときフラッシュが自動的に発光します 


5. りおフラッシュ巧巧 



シャッターボタンを半押しして、シャッターボタンをさらに深く詩 
緑ランプと共に赤ランプが点灯しかに巧し込み、フラッシュ撮影を 
たら、フラッシュが自動発光しま してください。 

す。 


フラッシュ 撮影の 足 巨 離（ネガカラーフィルム使用の場合) 


焦点距巧 

フイルム感度 

お巧巧巧 


ISO 100 

0.8 m — 

7 m 

00111111 

ISO 400 

0.扫 m 〜 

14 m 

■ • • 

ISO 100 

0.目 m 〜 

2.5 m 

1 40 mm 

ISO 400 

0.日 m 〜 

4.9 m 








6. フォーカス□ジ 



K 被写体を画面中央からはずしても 
シャープに写せます。 



ピントを合わせたい被写体にオー 
トフ ォーカスフレー ムを合わせ、 
シャッターボタンを半押しすると 
緑ランプが点灯してピント位置が 
固定されます。 

* フナーカスロックと同時に自動露出も固 
定されます。 



シャッターボタンを半押しのまま 
希望の構図にホめ直し、シャッタ 
ーボタンをさらに深く静かに押し 
込みシャッターをきって〈ださ 
し、。 

* 梧図をホめ直すときに撮影距離を変えな 
いで〈ださい。 

* 半押しした巧をシャッターボタンから雜 
すとフォーカスロックは解除され、やり 
直しができます。 


才ートフォーカスが正し〈 

勸きに〈い被写体 

① 反射しに〈い黒いもの 

② ルさいもの、細かいもの 
⑤発光体 

④ おおのあるもの 

⑤ 雨、霧、煙等の実体のないものは測距しに 
<いので、等距離の測距しやすいものに向 
けてフォーカスロックをして〈ださし、。ガ 
ラス越しの撮影も測距しに〈いので、遠景 
撮影ではお限遠モードで撮影して〈ださ 
い。 




7. 迁が雜巧巧 


*0. 8 m まで近づいて近距離撮影ができます 



0. 8 m 〜 1 m に近づいてピントを合わ 
せたいものじ、才ートフオーカス 
フレームを合わせます。 


* レンズを望遠 140 mrn にセットすると、被写 
化がより大き〈写ります。 



ファインダー内の近距離補正マー 
クより下側で構図をミ夫め、シャツ 
ターボタンを押してください。 


* 宿図上、被写体がオートフナーカスフレ 
—ムからはずれる場合は、フォーカスロ 
ック撮影をして〈ださい。 

* =脚を使い、セルフタイマー撮影または 
リモコン撮影をすると、カメラぶれを防 
げます。 



シャッターボタンを半押しして緑 
ランブが点滅したときは… 


* 0.8 m より近すぎてピントが合わない警告 
で、シャツターがきれません。シャツタ 
ーボタンから指を離し、被写体から少し 
離れて押し直して〈ださい。 











パノラ 7 巧 巧 


♦撮影の途中でパノラマ画面に切替えが出来ます。 


r 



10 A : J 立 


P 切替えスイツチを矢印の方向へ 
スライドさせると、パノラマ画面 
になります。 

丰ファインダーも同時にパノラマ用に切替 
わり、撮影範囲フレームが現れます。 



パノラマ撮影範囲フレーム内で構 
図をミ夫め、撮影してください。 


* 宿図上被写体が才ートフナーカスフレー 
ムからはずれる場合はフォーカスロック 
撮影をして〈ださい。 






1 m お内の近距離撮影をする場合 
は、ファインダー内のパノラマ用 
近距離補正マークより下側で構図 
を決めて、シャッターをきって〈 
ださい。 

* パノラマ撮影時の最短撮影距離は一帖撮 
影と同じで、 0.8 m です。 



パノラマ撮影が終わったら P 切替 
えスイツチを矢印の方向へスライ 
ドさせて〈ださい。 

標準画面に戻ります。 

* パノラマ撮影でも、曰か■時刻を写し込 
むことができます。 


現慷-プリントを 
依頼されるときのごま意 

パノラマ撮影をしたフイルムの現像.プリン 
卜を DP 店にご依頼になるときは、付属のパノ 
ラ マシー ルをパト ロー ネ（フイルムの容器） 
におって必ず「コニカカラー百年プリント 
"パノラマサイズ"で」と指定して〈ださし、。 
ご指定のない場合は、標準のサービスサイズ 
でプリントされる場合があります。 

シールの使い分け：標準撮影の途中でパノラ 
マ撮影した場合は、 

「パノラマ/標準混在シール」、 

すべてパノラマ撮影した場合は 
「全数パノラマ」シールを貼って〈ださい。 






9. フイルムのかりごし-ぶ 



フィルムが最後になると、フラッ 
シュとレンズが収納され、自動的 
に巻き戻しが始まります。 

* フィルムカウンターは、巻き戻しに連動 
して減算します。 

* フィルムの規定枚数よりを〈撮影した場 
合には、最後の画面が少し重なることが 
あります。 



巻き戻し完了で自動的に停止しま 
す。フィルムカウンターの百の点 
減を確認した上で裏ぶたを開け、 
フィ ルムを取り出してくださし、。 

* 巻き戻し終了後.電厢は OFF となります。 
* 写し終ったフィルムは、お早めに DP 店に 
お持ちになり「コニカカラー百年プリン 
卜」とご指定〈ださい、パノラマ撮影の 
場合はシールを貼付して〈ださい。 



途中巻き戻しの方法 
途中巻き戻し （ R ) スイッチをスト 
ラップ調節具の突起部で押すと、 
撮影途中のフィルムの巻き戻しが 
できます。 

* 巻き房し後の手順は、自動巻き戻しの場 
合と同じです。 
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□ □□□□□□□□ 13110 □ □ □ □ 0 0 

□ □□□□□□□□□讯〇 □□□□□□ 

□ □ □ □ QSQd □□□□□□□ 


の□□□□□□□□□□□{□□□□岡 

I 

> □日 

I 

IDDDDDD(DDDD)(DDDDD AJTQ 

I 

□ □□□□ AJT 巧 □□{□□□□) 

: 

獲 □□□□□肝□□日 

I 

A □□□□□□(□□□□□肝） 

I 


< 〇 > D1 


曲日け□□□□□□(□□□□□肝) 





DDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□{▼の <§>□□□□□□ 日 







12. 口&フラッシュ巧巧 7DDDDDCICDD 









13> ポ—トレ—卜をホ巧 巧 DDDDDCK1DD 








14 a フブジシユなしの巧巧①□□□□□肝 □□□ 

















15 i ホかを'(をホ)巧 B Ao 日日日日ごの00 





DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ □ □ (T)D An □ □ □ □ □ □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□ 

□ HSHa □□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□a 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□0000000 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□□□□□ 
の□日 

@日 □□□□□□□ 









16. + 1. おュもが阳 □日 


□□□びの□日 













. セルフタイマー巧巧 


□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□ 



DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□0000000 
DDDDDDDDDDDDDDD 



1の □□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□a 
□□□□□□□ 


□ DDDDDDDDDDD 


]□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDnann 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
ddcffdddddddd 







DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 


A 5¢化 沒発して大けがの危険があります。リモコンを义の 

中に入れたり、分解、加熱しないでください。 


U 

U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U □ 
U 


□ □ 

□ D D 

□ □日 

□ D D 
い□日 
U 日日 
S □ □ 

□ D D 

咽 □ □ 

如 □ □ 

□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 

□ □ 


□ □日 


□日 
□ □ 


□ □ 

〇 〇 〇 
□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ 〇 

□ □ D 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □) 
□ □ □ □ 





おもなた!策 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


:レンブシャツターホブームレンズが 
AF を自 U 35 mm カメラ 
: 24 X 36 mm バノラマサイズ W 文ま 
:コニカスームレン了 38 mm 巧.6 ~140 mm F 10.2 (9 S 10 


: P (バノラマ）切»えスイッチじより"ノラマ函面に S 
♦、ファインダー巧じ P (パノラマ） fiKe 困フレ-ム、 
近拒麵補正マーク»示 、 P {バノラマ）切«えスイッチ 
により«夕百面に«»まやの«»巧«、才ートデ 
— 卜のぞし込み位■自«切 e え 


フラッシュダスインクアップ。レンズカバー巧でフラ 
ッシュおよびレンズ6晤«し giiOFF となる e laSON 
のま S わ5分 m か乍そしないと自 tt 的じ >90 FF ; ■あ 
巧 ■« 巧£バネルに II 示 

:巧り«用ブロブラム>子シザッター、■■レリース、 
3.が- *1/2 的巧 

: ISO 100 1.38mm EV2~EV16 
f-140mm EV4.9~EV16 


ュホ目巧 A (プリ発化）»影、 
フラッシュ SR . ボートレートな*} IC . フラッシュな 
しの MR . 無度る录） flC 、+1. 5貢出補正の 
ちモードそ at 巧巧巧.法 A " ネル（■ホが SA ) じ«示、 
セルフタイマー捕 C 巧店 


«巧可お巧■巧 Sm む巧（正 B 


t Km.SViHiI 抓 ]. 






ンクダウンするリトラクタ 
ブル W *. 手ぶれ曲巧の化!！*時とにか»(7)逆光時【こ自 ft 
堯化するフラッシュマチック樓«，至»«囲* ( IS 01 肋 
f =3 ami 0.8 m ~7 m 、 f - l 40 mm 0 か v -2_5 m 、 発光田 fil .7 
巧.フィルム S 度担■•姐点巧雕 S 自占的に# M し 
てホ ■IRS 













































